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近年研究所では研究内容を伝える説明責任が問われて 

おり、 そのため科学コミュニケーターの役割が注目されて 

います。 宇宙飛行士で日本科学未来館長の毛利衛氏が今年 

1月に南極昭和基地を訪れた際、私は同館の科学コミュニ 

ケーターとして同行しました。 その時取材してきた南極の 

研究や研究者の様子をお話しすると共に、 科学コミュニケ 

ーターが一般に伝える方法も紹介しますので一般公開や 

イベントなどの参考にしていただけたらと思います。


